
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年を迎え皆様にご挨拶申し上げます。 

旧年中は大変お世話様になりました。皆様のご協力により、会員生協による男女共同

参画の具体的取り組み交流や視察研修を実施することが出来ました。 

振り返りますとさまざまな出来事がありましたが、東日本大震災と原発事故により多

くの方が被害を受け、現在も厳しい生活を強いられています。一日も早い復興を願わず

にはいられません。 

またインターネットの呼びかけが国を動かすような行動につながる様子が世界各地か

ら伝えられましたが、日本でも「原発はいらない」との呼びかけに「後悔したくない」

「子どもを守りたい」と集会やデモが行なわれています。 

私は携帯電話も使いこなせないのでネットのことは分からないのですが、やはり「後

悔したくない」「生けにえにされてたまるか！！」との思いでＴＰＰ交渉参加阻止の集会

に出かけました。 

経済を上向きにする為と言われていますが、今の経済の有り様は、グローバルという

言葉と共に人々の暮らしを食い尽くし、世界のどこもかしこも見逃さないぞと獲物を探

すモンスターのようで、魯迅の作品を思い起こします――「彼らは人間を食うのだ、人

が人を食うことを非道だと思わないのか」――と。さて、今年は国際協同組合年です。

私達の暮らしは厳しさと不安が増すばかりですが、無意識のうちにも人を食い殺すこと

のないように、誰もが気持よく安心して暮らせる社会の実現をめざし、力を出し合いた

いものです。 

男女共同参画の取り組みについて日本は、国連女性差別撤廃委員会から具体的な取り

組みを実行し報告するよう勧告を受けています。２０１０年１２月に国の第三次行動計

画が策定されましたが、委員会に報告できるような取り組みは進んでいないようです。 

生協も、果たすべき役割を振り返り、今年の取り組みにつなげなければなりません。

加えて関わる人達が共に成長出来るような活動を心掛けます。 

本年もよろしくお願い致します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬県生協連女性協議会 
会 長  林 かの子 



 
 

 

 １１月２８日（月）、県連女性協議会（女性協）はＪＡぐんま女性組織協議会との交流会を、

はるな生協のふれあい会館で開催しました。 

 女性協では、この間、同じ協同組合であるＪＡの女性

組織の皆さんと共同参画の取り組みをテーマに交流して

きました。年１回のペースで開催しているこの交流会も

今回で５回目となりました。 

 過去の交流会では主にＪＡの女性の皆さんがかかわる

県内各地の野菜直売所や、地場農産物を使ったレストラ

ンなどを会場に、その地域の女性の起業や自立について

意見交換を行ってきました。毎回、参加者からは男女共

同参画への気づきや、自分たちの生き方についても考えさせられ、良い刺激になったなどの感想

が出されています。今回は、ＪＡの皆さんからのリクエストもあり、生協におこしいただいて、

共同参画に関わる取り組みを紹介しあい、交流（意見交換会）を行うことになりました。 

 最初に、はるな生協副理事長で県連副会長でもあ

る中原宏さんから挨拶とはるな生協・高崎中央病院

についての説明をうけ、次いで林かの子県連女性協

会長とＪＡぐんま女性組織協議会会長鈴木春美さん

から挨拶を頂きました。時間の関係もあり、全ての

生協からの活動紹介とはなりませんでしたが、コー

プぐんま、群馬中央医療生協、パルシステム群馬の

３生協から共同参画の視点でそれぞれの活動を報告しました。また、ＪＡぐんま女性組織協議会

からは、ＪＡ前橋市の女性参画をすすめる取り組みについて報告がありました。 

 今回の交流会での活動紹介は、報告を聞いたほかの生協の参加者にも参考になることや、新し

い発見があって、大変良い学習・交流の場になったとの感想が聞かれました。 

 また、この交流会がきっかけとなって、コープぐんまでは、組合員理事を対象に共同参画の取

り組みについての学習会が開かれることになりました。 

 生協と農協、組織は違っても、男女共同参画への取り組みという共通の課題に向けて理解を広

げていくという点で目標が一致していて、今後の交流にも期待が高まっています。 

以下、それぞれの報告を簡単にまとめてみました。 

 

 

 

 

 

 事業の中でのワークライフバランスの取り組みとして 

○男女共同参画推進のために独自の目標を設定し、正規女性職員の比率を高

めている。 

○働きやすい職場を目指し、育児休業制度や看護介護制度の周知をはかって

いる。 

○次世代育成支援行動計画に基づき、男性の育児休業を運用。また、働く親

の姿を子どもたちに見せ、仕事への理解につなげる「子ども参観日」を実

施している。 

 

 

 

 県内に３７の支部、２６２の班があり、組合員の要求に基づき多彩で工夫された班会を開催し

ている。 

中原副理事長     林会長      鈴木会長 

小保方さん 

 



その中で「あずま支部」が行っている取り組みが紹介された。 

○高齢化が進む中、人々が集える場所を確保し、食事会を開催。地

域のネットワークづくりを支えている。 

○食事会には職員も参加し、健康チェック等も行われ、単なる食事

とおしゃべりだけには終わらない。見守り、情報交換、いやし

の場、また職員の研修の場にもなっている。 

○昼食作りを担当する女性たちは、参加者への配慮など他の色々な

面でも気づかいが見られ、地域の共同参画の取り組みにつながっている。 

 

 

  

 託児のみならず、若いお母さんたちが集い、コミュニケーションをとれる場も作り出してくれ

ると人気の「パルぴよくらぶ」が紹介されました。 

○スタッフとして登録した組合員で運営する託児の活

動である。 

○託児スタッフは託児に責任を持つために内部研修会

を行い、例えば地域でも役立つようにと、心肺蘇生

法の基礎知識やＡＥＤの使用方法なども学んでいま

す。また、託児現場で子どもたちが遊べるプレイマ

ットを手作りするなど工夫を凝らしている。 

○年に数回、「パルぴよひろば」を開催し、商品の試

食、読み聞かせ、工作など、親子で楽しめる機会を提供し、スタッフと参加者の両方に充実感

を持たらしている。 

○今年の総代会では６０人以上の子どもたちの託児を引き受け、パルシステム群馬の運営に大き

く貢献した。 

 

 

 

コープぐんまは、組合員活動の中での共同参画推進の取り組みと

して、「くらしたすけあいの会（くらたす）」の活動を紹介。 

○「困った時はお互いさま」の気持ちを大切に、地域の組合員同士

が普段の生活の中で助け合う活動を行っている。「困ったな―、

手助けがあれば・・・」を組合員同士で助け合う有償ボランテ

ィア活動である。 

○組合員であれば誰でも登録するだけで「利用会員」か「活動会員」

になれ、利用（参加）することができる。 

○県内全域１３地区で活動している。清掃、洗濯、買い物、食事作り、産前産後の家事サポート

などの家事援助をしている。 

 

 

 

 ＪＡ前橋市で進められている女性参画の取り組みが紹介された。 

○ＪＡ前橋市女性組織協議会は１６支所中１３支所の女性部で構成されて

いる。今後全支所に女性部設置をめざしている。 

○女性参画の第一歩として、合併時に一本化された女性部事務局を各支所

に戻し（担当を配置し）、活動の中心を広げている。 

○常勤役員と女性部役員による対話集会を開催、女性部の意見を運営に反

映させている。 

○２４年５月のＪＡ総代会において女性理事２名を選出予定。現在は決定

権を持たない参与として女性４名が理事会に加わっている。また、女性総代

の登用も計画されている。 

 

星野さん 

林さんと塚越さん   プレイマットを紹介 

高橋さんと角田さん 

大木さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加を通して食や環境、健康・福祉、

食料と農業、保障や防災について消費

者の皆さんに実感していただく場をつ

くります。アトラクション、パネル展

示、試食・販売、 

健康チェック・健康 

相談、クイズ、スタ 

ンプラリーなど、も 

りだくさんのコーナー 

をお楽しみいただけ 

ます。 

昨年の女性協のブース 


